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特別研究員制度は、我が国トップクラスの優れた若手研究者に
対して、自由な発想のもとに主体的に研究課題等を選びながら研
究に専念する機会を与え、研究者の養成・確保を図る制度。

大学院博士課程在学者及び博士の学位取得者等で優れた研究
能力を有し、大学その他の研究機関で研究に専念することを希望
する者を「特別研究員」に採用し、研究奨励金および科研費（特別
研究員奨励費）を支給。

特別研究員の概要

• DC1・DC2 大学院博士課程在学者
• PD 博士の学位取得者等
• SPD PD申請者のうち、特に優れた者
• RPD 出産・育児による研究中断者の復帰支援
• CPD ＰＤ、ＳＰＤ採用者が申請し、長期間海外で研究を

行う者を支援













 趣旨

子育て支援や学術研究分野における男女共同参画の観点を踏
まえ、若手研究者が、出産・育児による研究中断後に円滑に研究
現場に復帰する環境を整備するため、特別研究員制度の一環と
して、「特別研究員－ＲＰＤ」を平成１８年度に創設。

特別研究員-RPDの概要
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海外特別研究員の領域別採用状況（RRAを含む）

領域
平成29年度 平成30年度

区分
平成31年度

申請数 採用数 申請数 採用数 申請数 採用数

人文学 58 8 39 7 人文学 43 11

社会科学 41 8 41 8 社会科学 58 11

数物系科学 134 18 155 29 数物系科学 138 32

化学 43 9 43 10 化学 32 6

工学 46 9 31 8 工学系科学 54 10

生物学 136 29 138 32 情報学 12 3

農学 54 11 51 11 生物系科学 128 30

医歯薬学 233 54 236 58 農学・環境学 61 15

総合 66 12 57 13 医歯薬学 285 75

合計 811 158 791 176 合計 811 193

採用率 19.5% 22.3% 採用率 23.8%※

※平成31年度採用者数は派遣予定者を含む。（平成31年4月1日時点）
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